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研究概要 

（１）研究者のよりよい「リサーチ・ライフ・バランス」を明らかにする  

京都大学女性研究者支援センターと連携し、研究者のよりよい「リサーチ・ライフ・バ

ランス」を明らかにしてきた。第一に京都大学の女性研究者に質問紙調査を実施した。調

査の結果は報告書にまとめるとともに所属学会で報告した。なかでも日本教育学会大会の

シンポジウムで日本教育学会会長（佐藤学氏）とともに報告したことは特筆すべきことで

ある。これによって京都大学の取り組みが広く知られることになった。 

（２）共同研究「戦後日本におけるジェンダーとセクシュアリティの歴史研究」の実施 

大学院生・ポスドクとともに共同研究を実施し、戦後日本におけるジェンダーとセクシ

ュアリティの秩序を明らかにしてきた。 

教育概要 

（１）大学院生・ポスドクのキャリア形成のためのシンポジウム開催  

京都大学女性研究者支援センター、キャリアサポートセンターと連携し、大学院生・

ポスドクのためのシンポジウムを企画し、実行役を務めた。 

（２）共同研究を企画し、大学院生・ポスドクの教育を担う  

大学院生・ポスドクとともに研究を実施し、指導を行ってきた。 
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